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○自己資本比率
この比率が高いことは経営が健全かつ安定していることを意味している。しか
し、100％に近ければ良いということではない。100％近いことは、財務は安定し
ているが、経営の発展性を考えたとき、自己資本が経営発展の運転資金として、

有効には活用されていないことを意味するからである。｛指標値（めやす）60～80％｝
○流動比率
短期で資金化できる流動資産と、同じく短期で返済する負債との比率である。

これは短期借入金の支払返済能力をみるもので、対外信用にも関わる指標である。
｛指標値（めやす）200％以上｝
○固定比率
固定資産と自己資本との比率で表され、固定資産投資の安全性をみる指標であ
る。固定資産は短期間での資金化は難しいことから、この指標より資金繰りの状
態もみることができる。例えば、フリーストール牛舎や搾乳ロボットなどの大型

施設投資をした場合、それら投資資産がどれほどの自己資本でまかなわれている
のかみることができる。投資した固定資産が自己資本の範囲内であれば問題ない
といえる。｛指標値（めやす）100％以下｝
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